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年
に
１
、
２
回
く

ら
い
異
業
種
の
知

人
か
ら
食
事
の
誘

い
が
あ
る
。
毎
回

３
人
で
ポ
ツ
ポ
ツ

と
話
を
し
て
「
ま

た
今
度
」。
ひ
と

り
が
子
ど
も
の
独
立
を
機
会
に

自
営
で
働
く
と
話
す
。「
頑
張
っ

て
み
る
」
力
み
も
無
く
話
す
笑

顔
に
「
ま
た
今
度
」
▼
月
１
回

く
ら
い
乗
り
合
い
の
釣
り
船
に

誘
わ
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
申
し
込
み
早
朝
に
集
合
。

名
前
と
顔
が
あ
ま
り
一
致
し

な
い
お
じ
さ
ん
達
が
集
ま
っ
て

淡
々
と
釣
り
を
楽
し
み
、
昼
に

は
「
ま
た
今
度
」。
名
人
の
常
連

客
が
故
郷
の
九
州
に
引
っ
越
す

と
話
す
。
割
り
勘
で
乗
船
料
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。
船
頭
が
記

念
撮
影
を
し
て
く
れ
「
い
つ
か

ま
た
」
と
照
れ
臭
そ
う
に
笑
う
。

残
る
メ
ン
バ
ー
は
「
ま
た
今
度
」

▼
舞
台
が
好
き
な
妻
に
誘
わ
れ

て
劇
場
に
足
を
運
ぶ
。
最
近
は

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
増
え
て
楽

し
い
。
観
劇
後
は
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
「
ま
た
来
よ
う
ね
」「
ま

た
観
よ
う
ね
」。
春
は
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
季
節
。
別
れ
と
出

会
い
の
季
節
。
新
し
い
仲
間
に

声
を
か
け
楽
し
も
う
。

2023春闘討議資料
  ３月４日（土）　連合兵庫春闘決起集会
  ３月８日（水）　市町振興課申し入れ
  ３月８日（水）　春闘キャンペーン統一行動日
  ３月17日（金）　全国統一行動日

お手上げ

大 西 英 剛

①
連
合
は
「
物
価
上
昇
分
を
取

り
に
行
く
」
と
し
て
、
５
％
程

度
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
３
％
、

定
期
昇
給
で
２
％
程
度
）
の
賃

上
げ
要
求
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
し
か
し
、
使
用
者
側
で
あ

る
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
か
ら

は
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
踏
ま

え
る
と
平
均
５
％
は
相
当
厳
し

い
」
と
の
発
言
も
出
て
い
る
。

②
県
本
部
は
、
県
内
全
単
組
の

春
闘
結
集
を
め
ざ
し
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
が
、
実
態
は
全

単
組
の
結
集
に
は
程
遠
く
、
そ

も
そ
も
春
闘
を
取
り
組
む
意
義

が
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
春

闘
を
年
間
の
た
た
か
い
の
ス

タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
「
働
き
や

す
い
職
場
、
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
」
の
確
立
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

③
県
本
部
は
２
０
２
３
春
闘
統

一
闘
争
に
お
い
て
「
各
ブ
ロ
ッ

ク
統
一
要
求
」
に
基
づ
き
各
単

組
の
独
自
課
題
も
含
め
、
全
組

合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
交
渉
・

協
議
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
す
。

　

ま
た
、
春
闘
要
求
で
の
全
て

の
項
目
に
つ
い
て
単
組
で
確
認

し
、
春
闘
期
を
た
た
か
い
の
ス

タ
ー
ト
と
位
置
づ
け
、
解
決
に

至
ら
な
い
課
題
な
ど
に
つ
い
て

は
、
継
続
協
議
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

④
闘
争
で
は
、
最
低
当
局
に
対

し
て
労
使
間
ル
ー
ル
を
確
認
し
、

各
要
求
項
目
に
つ
い
て
文
書
に

よ
る
回
答
を
求
め
、
重
点
課
題

に
つ
い
て
は
継
続
し
た
協
議
と

な
る
よ
う
、
１
年
間
の
各
種
統

一
闘
争
に
向
け
、
継
続
し
た
労

使
協
議
を
行
う
よ
う
進
め
る
。

⑤
し
た
が
っ
て
、「
３
月
の
春

闘
」
～
「
６
月
の
人
員
確
保
闘

争
、
男
女
平
等
推
進
闘
争
、
第

１
次
現
業
公
企
統
一
闘
争
」
～

「
10
月
の
第
２
次
現
業
公
企
統

一
闘
争
」
～
「
11
月
の
賃
金
確

定
闘
争
」
～
「
１
月
の
反
行
革
・

予
算
要
求
闘
争
」
に
向
け
、
年

間
闘
争
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、

課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
の

足
掛
か
り
と
な
る
よ
う
、
春
闘

交
渉
に
お
い
て
、
当
局
か
ら

し
っ
か
り
と
、
各
課
題
に
お
い

て
、「
言
質
（
げ
ん
ち
）」
を
取
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

⑥
県
本
部
に
結
集
す
る
全
単
組

は
、
春
闘
ヤ
マ
場
で
の
要
求
の

獲
得
・
達
成
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
る
よ
う
結
集
を
お
願

い
す
る
。

【
賃
金
改
善
に
向
け
た

　

春
闘
の
役
割
】

　

自
治
労
は
、
春
闘
を
年
間
の

た
た
か
い
の
ス
タ
ー
ト
と
位
置

づ
け
、
労
使
交
渉
や
協
議
の
あ

り
方
な
ど
基
本
的
な
労
使
間

ル
ー
ル
を
確
立
す
る
た
め
の
基

本
要
求
書
提
出
の
取
り
組
み

や
、
各
統
一
闘
争
へ
つ
な
げ
る

要
求
を
春
闘
期
に
行
っ
て
い

る
。

　

賃
金
改
善
に
お
い
て
も
、
春

闘
を
人
勧
期
か
ら
確
定
期
に
向

け
た
賃
金
闘
争
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
位
置
づ
け
、
実
態
と
課
題

の
把
握
、
要
求
の
取
り
ま
と
め

と
要
求
書
の
提
出
、
労
使
交
渉

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

　

労
働
組
合
全
体
と
し
て
今
春

闘
は
、
急
激
な
物
価
上
昇
を
踏

ま
え
た
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た

め
の
重
要
な
取
り
組
み
と
な

る
。
民
間
賃
金
と
公
務
労
働
者

賃
金
は
、
密
接
に
関
連
す
る
こ

と
か
ら
も
、
積
極
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
】

　

県
本
部
と
し
て
の
到
達
目
標

（
ポ
イ
ン
ト
賃
金
）を
別
表
の
通

り
設
定
し
、
給
料
表
の
引
き
上

げ
と
運
用
改
善
に
よ
り
、
目
標

到
達
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

す
で
に
到
達
目
標
に
到
達
し

て
い
る
単
組
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
な
る
運
用
の
改
善
を
め
ざ
す

こ
と
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
次
の
①
～
④
の

運
用
改
善
に
つ
い
て
、
労
使
交

渉
に
取
り
組
む
。

①
初
任
給
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
最
低
賃
金
や
人
材
確
保
等

の
観
点
か
ら
、
引
き
上
げ
を
め

ざ
す
。
高
卒
で
国
公
行
一
１
級

17
号
を
目
標
に
、
少
な
く
と
も

現
行
の
４
号
上
位
を
め
ざ
す
。

②
昇
給
へ
の
勤
務
成
績
の
反
映

に
つ
い
て
公
平
な
運
用
を
確
保

し
、
上
位
昇
給
区
分
を
活
用
し

賃
金
水
準
を
確
保
・
改
善
す
る
。

ま
た
、
50
歳
代
後
半
層
職
員
の

昇
給
確
保
を
め
ざ
す
。

③
組
合
員
の
到
達
級
の
引
き
上

げ
を
求
め
、
係
長
４
級
到
達
、

課
長
補
佐
６
級
到
達
を
め
ざ
す
。

④
中
途
採
用
者
の
給
料
に
つ
い

て
、
同
学
年
の
新
卒
採
用
者
の

給
与
を
基
本
と
し
て
、
昇
格
・

昇
給
の
改
善
を
求
め
る
。
具
体

的
に
は
、（
ア
）国
に
準
じ
て
２

級
以
上
の
初
任
給
格
付
け
可
能

と
す
る
、（
イ
）在
級
期
間
の
短

縮（
５
割
）、最
短
昇
格
期
間（
１

年
）の
適
用
を
可
能
と
す
る
、

（
ウ
）号
給
決
定
の
初
号
制
限
を

撤
廃
し
、
民
間
経
験
１
０
０
％

換
算
、
５
年
超
の
職
務
経
験
12

月
換
算
と
す
る
こ
と
で
、
改
善

を
は
か
る
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　

処
遇
改
善
】

　

自
治
体
に
お
け
る
同
一
労
働

同
一
賃
金
の
実
現
に
向
け
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
賃
金
改
善

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
労
働
条

件
を
点
検
し
、
課
題
の
洗
い
出

し
を
行
っ
た
上
で
、
交
渉
・
協

議
を
行
う
。

①
給
料（
報
酬
）お
よ
び
諸
手
当

に
つ
い
て
は
、
自
治
労
の
自
治

体
最
低
賃
金
16
万
９
８
０
０
円

（
国
公
行
一
１
級
17
号
）以
上
を

最
低
と
し
、
常
勤
職
員
と
の
均

等
・
均
衡
を
め
ざ
す
。

②
給
料
決
定
に
あ
た
り
、
経
験

年
数
な
ど
常
勤
職
員
と
同
じ
基

準
を
求
め
る
と
と
も
に
、
給
料

格
付
け
の
上
限
撤
廃
を
求
め
る
。

③
休
暇
制
度
は
同
一
自
治
体
に

お
け
る
常
勤
職
員
と
の
権
衡
に

基
づ
き
有
給
を
求
め
る
。

　

そ
の
他
、
任
用
回
数
の
上
限

撤
廃
、
短
時
間
勤
務
職
員
へ
の

健
康
診
断
の
拡
充
な
ど
も
、
春

闘
期
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
む

必
要
の
あ
る
課
題
で
あ
る
。

　

２
０
２
３
春
闘
は
物
価
上
昇
を
踏
ま
え
た
賃
上
げ
を
労
働
組
合
全
体
で
勝
ち
取
る
た
め
の

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
自
治
労
は
連
合
に
結
集
し
、「
春
闘
を
年
間
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー

ト
」と
位
置
づ
け
て
い
る
。
労
使
間
ル
ー
ル
の
確
認
や
賃
金
水
準
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
、

さ
ら
に
４
月
の
統
一
自
治
体
選
挙
闘
争
勝
利
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
自
治
労
は
３
月
17

日
に
統
一
行
動
日
を
設
定
。
全
単
組
で
要
求
書
を
提
出
し
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
県
本
部
に
結

集
し
、
全
国
の
仲
間
と
連
携
し
な
が
ら
職
場
要
求
の
前
進
に
向
け
、
春
闘
を
前
進
さ
せ
よ
う
。

  

２    

賃
金
改
善
の
と
り
く
み

  

１    

情
勢
と
た
た
か
い
の
基
調

2023春闘勝利

み
ん
な
で
一
歩
前
へ

全
単
組
で
要
求
書
の
提
出
を

到達目標（ポイント賃金）
　30歳 261,213円

（３級21号水準 262,700円）　
　35歳 308,497円

（３級50号水準 309,600円）　
　40歳 360,194円

（４級56号水準 361,200円）　
　上記の到達目標は、2017年実施の賃金実態
調査を基準に、賃金PT報告に基づく算出方法
により設定しています。具体的には、2006給与
構造改革により引き下げられた4.8％と、2015
給与制度の総合的見直しにより引き下げられた
2.0％を加えた6.8％、さらに旧調整手当（地域
手当相当）に、2017年度賃金実態調査におけ
る実在者中央値に乗じて算出しています。

自治体最低賃金
 月給 169,800円（１級17号）以上
 日給 　8,500円（月額/20日）以上
 時給 　1,096円

（月額/20日/７時間45分）以上
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人
員
確
保
闘
争
の
推
進

　

現
在
、
公
務
職
場
全
般
に
お

い
て
は
、
職
員
を
募
集
し
て
も

応
募
が
極
め
て
少
な
い
、
あ
る

い
は
応
募
が
な
い
と
い
う
状
態

が
広
が
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け

専
門
職
に
お
い
て
顕
著
で
あ

り
、
急
増
・
多
様
化
す
る
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
専
門
職

や
、
社
会
資
本
の
維
持
・
管
理

に
不
可
欠
な
土
木
・
建
築
技
師
、

さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

保
健
・
医
療
現
場
の
慢
性
的
な

人
員
不
足
の
中
で
の
行
政
運
営

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

自
治
体
行
政
の
中
心
は
対
人

社
会
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
住
民

と
直
接
触
れ
合
う
こ
と
で
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
や
困
り
ご
と
を
発

掘
し
、
政
策
立
案
を
行
っ
て
お

り
、地
域
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
現
状
や
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

等
へ
の
備
え
を
踏
ま
え
る
と
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
担
い

手
の
確
保
は
引
き
続
き
最
重
要

課
題
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
自
治
体
の
人
員
確

保
に
あ
た
っ
て
は
、
定
員
管
理

の
課
題
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。

定
員
管
理
と
は
、
行
政
需
要
に

応
え
る
た
め
に
必
要
と
な
る
職

務
や
業
務
量
に
応
じ
て
、
必
要

な
職
員
を
配
置
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
削
減
あ
り
き

で
取
り
組
む
も
の
で
は
な
い
。

各
自
治
体
の
人
員
削
減
の
実
態

は
翌
年
度
の
地
財
計
画
に
反
映

さ
れ
、
地
方
交
付
税
総
額
を
押

し
下
げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

行
政
需
要
に
見
あ
わ
な
い
職
員

削
減
路
線
か
ら
脱
却
し
、
地
域

の
将
来
を
展
望
し
た
上
で
、
自

治
体
運
営
に
必
要
な
人
員
と
財

源
を
要
求
し
て
い
く
意
識
転
換

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
春
闘
期
に
単
組

は
職
場
オ
ル
グ
を
行
い
、
人
員

配
置
の
実
態
な
ど
の
職
場
点
検

を
実
施
し
、
安
全
衛
生
委
員
会

で
の
時
間
外
労
働
状
況
の
デ
ー

タ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
、
職
場

に
必
要
な
適
正
人
員
の
確
保
に

向
け
、
交
渉
を
全
単
組
で
実
施

す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
単
組
で
次
の

と
お
り
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
と
す
る
。

①
安
全
衛
生
委
員
会
の
活
動
と

連
携
し
て
、
各
職
場
の
２
０
２

２
年
度
の
時
間
外
労
働
の
実
態

を
把
握
し
、
欠
員
の
現
状
、
職

場
ご
と
に
業
務
の
実
態
と
不
足

人
員
数
に
つ
い
て
職
場
議
論
を

行
う
。

②
職
場
議
論
を
踏
ま
え
て
職
場

実
態
を
把
握
し
、
必
要
人
員
に

つ
い
て
所
属
長
と
交
渉
を
行

い
、
所
属
長
か
ら
人
事
当
局
へ

の
人
員
確
保
の
必
要
性
に
つ
い

て
上
申
を
求
め
る
。

③
単
組
は
自
治
体
当
局
と
、
条

例
定
数
と
実
際
の
配
置
数
の
差

の
把
握
や
、
自
治
体
の
「
定
数

管
理
計
画
」
が
地
域
の
実
情
や

職
場
実
態
を
踏
ま
え
た
計
画
に

な
っ
て
い
る
か
な
ど
を
協
議
し

必
要
な
人
員
の
確
保
と
、
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
交
渉
を
行
い
、
６
月

の
人
員
確
保
闘
争
で
具
体
的
な

成
果
を
勝
ち
取
る
。

④
単
組
は
、
本
来
常
勤
職
員
が

行
う
べ
き
業
務
に
つ
い
て
、
会

計
年
度
任
用
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
な
い
か
を
確
認
し
、
配
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
常
勤
職

員
へ
の
移
行
を
求
め
る
。

��

４����

政
治
闘
争
の
推
進�

～
地
方
か
ら
政
治
を
変
え
る
～

　

自
治
体
職
員
の
労
働
条
件
や

職
務
内
容
は
条
例
で
決
定
す
る

こ
と
か
ら
、
政
治
か
ら
の
影
響

が
多
大
で
あ
り
、
政
治
闘
争
の

重
要
性
を
改
め
て
再
認
識
し
、

組
合
員
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
政
治
闘
争
を
位
置
づ
け
、
私

た
ち
の
声
を
議
会
に
届
け
る
た

め
に
も
、
統
一
自
治
体
選
挙
で

の
組
織
内
予
定
候
補
者
の
必
勝

を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
県
本
部
は
「
地

方
か
ら
新
た
な
政
治
勢
力
の
結

集
・
拡
大
を
進
め
る
重
要
な
た

た
か
い
」
と
位
置
づ
け
、
４
月

の
県
会
議
員
選
挙
を
皮
切
り
に

執
行
さ
れ
る
各
自
治
体
議
員
選

挙
に
、
組
織
内
予
定
候
補
者
を

推
薦
決
定
し
、
更
に
１
月
の
執

行
委
員
会
で
新
た
に
三
木
市
議

選
に
三
木
市
職
前
委
員
長
の
西

垣
弘
志
さ
ん
を
推
薦
決
定
し
て

お
り
、
組
織
内
・
協
力
議
員
全

員
の
必
勝
に
向
け
、
単
組
・
県

本
部
が
一
体
と
な
っ
て
全
力
で

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
選
挙
日
程
に
つ
い
て

は
県
会
と
神
戸
市
会
が
３
月
31

日
告
示
・
４
月
９
日
投
票
、
芦

屋
・
宝
塚
・
明
石
・
三
木
の
各
市

議
選
が
４
月
16
日
告
示
・
４
月

23
日
、
加
西
は
５
月
、
猪
名
川

は
９
月
に
行
わ
れ
る
予
定
。

　

県
本
部
は
組
織
内
予
定
候
補

者
の
勝
利
に
向
け
、
２
月
25
日

に
神
戸
市
教
育
会
館
で
決
起
集

会
を
開
催
し
、
選
挙
闘
争
の
推

進
に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
う
。

芦屋市議会
山口みさえ

猪名川町議会
井戸真樹

神戸市会・西区
かじ幸夫

神戸市会・北区
伊藤めぐみ

神戸市会・中央区
よこはた和幸

県会・宝塚市
橋本なるとし

県会・川西川辺郡
北上あきひと

加西市議会
深田照明

三木市議会
西垣ひろし

明石市議会
よしだ秀夫

宝塚市議会
梶川美佐男

県会・神崎郡
上野英一

県会・垂水区
黒田一美

クロスワード当選者発表
答えは「大谷翔平」でした

【5000円商品券】７人
伊東美奈子さん（社保労連）
遠藤美弥子さん（丹波市職労）
川畑康武さん（神戸市従）
高橋昭憲さん（神戸市従）
辰巳一男さん（尼崎市職労）
立石由起江さん（尼崎市職労）
姫尾恵さん（加西クローバー労組）
【1000円図書カード】15人
青山純枝さん（兵庫県職労）
石原萌々子さん（国保労組）
宇郷悦子さん（神戸市従）
加藤哲也さん（尼崎市職労）
小林徹さん（八鹿病院職組）
塩谷英和さん（尼崎市職労）
芝山秀晴さん（神戸市従）
園部康栄さん（尼崎競艇労組）
竹中良輔さん（神戸市従）
長田裕二さん（神戸市従）
長野巧さん（神戸市従）
西光利子さん（神戸市従）
野﨑律男さん（豊岡市職労）
森本葵さん（たつの市労連）
柳本清恵さん（丹波篠山市職労）

　

自
治
ひ
ょ
う
ご
１
月
1
日
号
の
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

へ
の
応
募
総
数
は
４
３
９
人
で
し
た
。
パ
ズ
ル
を
解
い
て
現
れ

た
設
問
は
「
史
上
初
規
定
投
球
回
数
規
定
打
席
を
達
成
し
た
大

リ
ー
ガ
ー
は
？
」と
な
り
、そ
の
答
え
は「
大
谷
翔
平
」で
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
当
選
者
は
左
記
の
通
り
で
す
。
当
選
者

へ
は
応
募
時
の
住
所
へ
景
品
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


